











できるoもちろん､もっと一般的には ｢名所絵犀風｣や､詩歌のテーマである r題)を扱った図典 (ビジュ
アル ･ディクショナリー)として用いられた ｢月並犀風｣ もある｡最後にあの有名な､後白河院 (保元～治
承,1156-1181年)の 『年中行事絵巻』もこのジャンルのものである｡
中世には､｢職人歌合｣や､各種の動植物 ･魚輝 ･鳥類の絵が描かれた r貝合わせ｣のような様式も登場し
たo近世初期のものには､1666年に中村暢斎が編纂した 『訓蒙図柔』がある｡これはもちろん､それ自体で
ひとつのジャンルをなしている.｡こうした様式や書物の登場について､私は以前に､近世初期における視覚
イメージの r語糞化 (1exicalization)｣と説明したことがあるOこうしたジャンルが登場 したことでビジュ
アル ･ボキャブラリー (視覚的語童)がつくりだされ､国民全体がその多くについて共通理解をもつように
なった｡もちろん､これらは､神奈川大学の絵引プロジェク トが想定しているものとかなり異なっている｡
福田先生は ｢絵日記｣について言及された｡確かに ｢絵 日記｣は平安の昔に存在した証拠があるo『蟻輪日
記』の作者である道綱の母が日記をつけていたことは疑いない｡ しか しこうした日記には､職業芸術家では
ない一般人がたやすく取り入れられる約束事が必要になるOこのように約束事が必要になったことが､平安





めのもので､Fodor'S社やロンリー ･プラネット杜の旅行ガイ ドのようなものである｡神奈川大学の ｢絵引プ
ロジェク ト｣では､使われる資料を誇張表現として分析することは避けられないであろうと考える｡つまり､
分析の対象は､その資料が述べていると秋里離島や竹原春朝斎のような作者や芸術家が考える内容なのであ


























ては ｢常民｣が ｢変わらぬ民｣ を意味するからだo Lかしもちろん､皆さんご承知の通 り ｢変化が世の常と
いうもの｣ である｡私たちの研究は短い期間の中で行われているが､この短い期間の中では伝統や歴史､は
かなさの違いがますます暖味になるように思える｡それでも､私個人は神奈川大学の絵引プロジェク トから
大きな感銘を受けているし､このプロジェク トに感謝 している｡このプロジェク トが成功裏に完成すること
を期待 しているO
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